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邑南町は平成16年 10月 1日羽須美村・瑞穂町・石見町が合併 し

誕生 しました。邑南町の黎明は 2万年以上前の旧石器時代に求め

ることができ、遺跡の町といわれるように、多 くの埋蔵文化財が

町内各地に点在 しております。

これらの貴重な文化財の保存保護、活用のため、旧町村から引

き続き分布調査や発掘調査を実施 しているところであります。

このたび、町道小河内淀原線道路改良工事に伴い、建設予定地

内の福音寺遺跡、高見屋横瓦窯跡、出羽代官所跡、風呂ノ上遺跡

を調査いたしました。調査の結果、弥生時代後期の住居跡をはじ

めとして貴重な資料を得ることができました。 この報告書は、そ

の調査結果をまとめたものであり、広 く各方面でご活用いただけ

れば幸いであります。

なお、調査に当たりご指導いただいた島根県文化財保護指導委

員吉川正氏、島根県教育庁文化財課をはじめ関係各位に対 し深 く

感謝申し上げる次第であります。

平成17年 3月

邑南町教育委員会

教育長 立 男



例  言

1.本書は島根県邑智郡邑南町瑞穂地区における町道小河内淀原線道路改良工事に伴い発掘調査を

実施 した福音寺遺跡、高見屋横瓦窯跡、出羽代官所跡ならびに風呂ノ上遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2.発掘調査は邑南町(旧瑞穂町)役場建設課から委託を受けて邑南町(旧瑞穂町)教育委員会が実施

した。

3.本書は森岡弘典、角矢永嗣、佐々木義彦が協議 し執筆 した。

4.本書掲載の図面作成は、森岡弘典、角矢永嗣、佐々木義彦が行い、図の浄書は市山員由美が行っ

た。

5。 本書掲載の遺構の撮影は佐々木義彦が行い、遺物の撮影は角矢永嗣が行った。

6.本書に掲載 した地形図は国土交通省国土地理院の承認を得て (承認番号平成 7中複第276号 )

同院発行の25,000分 の とを複製 した邑南町全図を使用 したものである。

7.本書掲載の地形図に表示 したX軸、Y軸は国土調査法による第Ⅲ座標系の軸方向である。地形

測量図、遺構実測図の矢印は磁北を示 している。

8。 出土遺物は邑南町教育委員会で保管 している。

9.遺物実測図の断面黒塗は須恵器である。

10。 地形測量・調査用基準杭の設置は測地技研株式会社に委託 した。
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I.調査に至る経緯と調査経過

1.調査に至る経緯

平成16年 10月 1日 に旧羽須美村 。瑞穂町・石見町が合併し、邑南町として新たなスタートを切っ

た。調査は旧瑞穂町で実施し、報告書作成は合併後実施した。

町道小河内淀原線は、通勤や通学また生活道路として町民の使用頻度が高い路線であり、出羽地

区と田所地区を結ぶ重要な路線でもあるが、交通量が多い割に狭小なため危険も多く、早くから道

路改良が望まれていた。

平成13年 に町道小河内淀原線の改良工事が計画され、計画地内に存在する福音寺遺跡、高見屋横

瓦窯跡、出羽代官所跡の取扱いについて瑞穂町役場建設課と瑞穂町教育委員会で協議されたが、計

画変更は困難と判断されたため、平成14年度に福音寺遺跡、平成15年度に高見屋横瓦窯跡の発掘調

査を、平成16年度に出羽代官所跡、風呂ノ上遺跡の発掘調査を行うこととなった。

調査は次の調査体制で行った。

平成14・ 15年度調査体制

調査主体 瑞穂町教育委員会

調 査 員 森岡 弘典 (瑞穂町教育委員会教育課長補佐)

佐々木義彦 (瑞穂町教育委員会主任主事)

調査指導 吉川  正 (島根県文化財保護指導委員)

島根県教育委員会文化財課

事 務 局 三宅 正隆 (瑞穂町教育委員会教育長)

平川  進 (瑞穂町教育委員会教育課長)

石橋  悟 (瑞穂町教育委員会教育課長補佐)

発掘作業  (14年度)上田忠満、高梨数男、日高武司、日高房雄、日高政雄、貫里孝史、貫里初良

(15年度)漆谷勉、高梨数男、貫里孝史、日高武司、松島利郎

整理作業 市山員由美
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平成16年度調査体制

調査主体 瑞穂町教育委員会 (9月 まで)

邑南町教育委員会 (10月 から)

調 査 員 森岡 弘典 (瑞穂町教育委員会教育課長補佐、 9月 まで)

(邑南町教育委員会生涯学習課長補佐、10月 から)

角矢 永嗣 (邑南町教育委員会生涯学習課主任主事、10月 から)

佐々木義彦 (瑞穂町教育委員会主任主事、 9月 まで)

(邑南町教育委員会生涯学習課主任主事、10月 から)

調査指導 吉川  正 (島根県文化財保護指導委員)

事 務 局 三宅 正隆 (瑞穂町教育委員会教育長、 9月 まで)

立木 光男 (邑南町教育委員会教育長、10月 から)

平川  進 (瑞穂町教育委員会教育課長、 9月 まで)

(邑南町教育委員会生涯学習課長、10月 から)

石橋  悟 (瑞穂町教育委員会教育課長補佐、 9月 まで)

三浦 秀樹 (邑南町教育委員会生涯学習課主査、10月 から)

発掘作業 石原八重美、井上章、上田民子、上田忠満、漆谷勉、大平一雪、国信明徳、

国信利之助、小林文子、佐貫嘉昭、高梨数男、高橋久夫、中桐信枝、中村佐和子、

貫里孝司、野田正治、服部房人、服部芳之助、日高一人、日高武司、日野武信

整理作業 市山員由美

なお、発掘調査を円滑に進めるために地権者の野田国人氏、三上準之助氏、邑南町役場建設課に

は多大なるご配慮とご協力をいただいた。また、本書の作成については、木邑Jla氏、富永公美氏、

三上憲昭氏、井坂猛氏、奥田真隆氏、石田雅春氏、森田仁政氏 (以上旧瑞穂町文化財保護審議会委

員)か らご教示をいただいた。記 して謝意を表 したい。

2.発掘調査の経過

(1)福音寺遺跡、高見屋横瓦窯跡発掘調査の経過

平成14年度は平成14年 7月 24日 から平成15年 1月 17日 まで福音寺遺跡の確認調査を行い、平成15

年10月 6日 から10月 14日 まで高見屋横瓦窯跡の調査を行った。調査により福音寺遺跡からは中世の

古墓 1基を検出した。
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福音寺遺跡調査日誌抄

2002(平成14)年

7月 24日 (晴)午前中は調査区内の立木伐採、除草を行 うとともに発掘機材を搬入する。午後から調査区

内に トレンチを設定 し、荒掘 りを開始する。調査区東側畑地にて土器片を表採する。

7月 25日 (晴/曇)伐採 した立木の根を除去 しながら荒掘 りを続ける。30cmほ ど掘 り下げたところで土質

が表土から暗茶褐色度へと変化する。

7月 26日 (晴 1曇)暗茶褐色土層より須恵器片、土師器片が出土する。さらに掘 り進めると、鉄滓、黒曜

石が出土する。

7月 29日 (晴)個人墓地の東側に トレンチを設け荒掘 りを開始する。耕作上の下は茶褐色土で黄褐色上の

ブロックが混入 している。この トレンチは地山面まで非常に浅かった。

8月 1日 (晴)調査区東側の畑地に トレンチを設け、調査を続ける。

8月 6日 (晴)畑地に設けた トレンチの調査を進めた結果、耕作上の下はす ぐ地山であることが判明 した。

戦後す ぐ位の時期には、調査区東側畑地の表面に灰色の硬い土器の破片が多量に散乱 して

いたと地権者からご教示いただいた。

8月 7日 (晴)]|き 続き調査区東側畑地の調査を行 う。調査区東端から個人墓地までの上層は、ほぼ地山

直上に耕作土があり、遺跡存在の可能性は薄い。

8月 8日 (晴 1曇)調査を終了 した トレンチの写真撮影を行 う。

8月 9日 ～ 8月 26日 町主催行事、盆のため調査を休みとする。

8月 27日 (晴)本日より現場を再開する。調査区西側の畦畔上に トレンチを設け調査を行 う。

8月 28日 (曇)畦畔上の トレンチを南側に延長 し、調査を継続する。調査区南側に広がる田は、桑畑であっ

たものを固場整備時に田にし、調査区を東西に走る畦畔 も、 もともと 3尺だったものを車

が走れるように拡張 したと地権者よりご教示いただいた。

8月 29日 (曇)調査区西側で調査済みの トレンチの写真撮影、実測作業を行い、本日で遺跡確認調査を終

了する。確認調査の結果、個人墓地に隣接する林内の トレンチで遺物が出土 しており、そ

の東西に広がる調査区の トレンチ調査では遺構、遺物 ともに検出、出上 しなかったことか

ら、林内に遺跡が存在するものとして今後発掘調査を行 うこととする。

10月 15日 ～17日  福音寺遺跡発掘調査を開始する。林内の トレンチで遺跡確認調査時に出た土を東側の調

査済み トレンチに移動する。

10月 18日 (晴)林内 トレンチ内にサブ トレンチを入れ、基本層序を確認する。その結果、表土、埋土、黒

褐色土、暗茶褐色土、地山の 5層が確認できた。

10月 21日 (曇)ト レンチ全体を掘り下げる作業に入る。埋土の層から鉄滓が数点出土 した。

10月 22日 ～11月 1日  引き続き掘り下げ作業を続ける。

11月 5日 (曇/晴)林内 トレンチ西側の黒褐色土を除去する作業を行 う。黒褐色上の中から須恵器が出土

した。 これまで出土 した遺物との層序関係を考慮すると、黒褐色土から上で出土 した遺物

はすべて流れ込みであると判断される。

11月 6日 (晴)遺物の出土状況を写真撮影 したあと、遺物の取 り上げを行 った。その後引き続き掘 り下げ

作業を継続 した。中央に設けたサブトレンチからは厚さ20cal程度の石の一部が検出された。

遺構に伴 うものかどうかは不明である。

11月 7日 (晴)昨 日検出した石のレベルで トレンチ全体を掘 り下げる。東西方向に約1.2mの大きさの石組

み遺構であることが判明 した。

11月 11・ 12日  石組み遺構の他に遺構が存在する可能性 もあったため、それを確認する調査を行 ったが、

存在 しないことが判明 した。
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11月 13日 (曇)石組み遺構を検出した。東西方向に約 2m、 南北方向に約 lmの規模を有する。石組みの

外側が揃っているところなどから、中世の古墓の基壇である可能性が高い。

11月 15日 (曇)個人墓地東側に トレンチを設定 し調査を行 うが、個人墓地建設の際に攪乱されており、 こ

こには遺構がないことが判明 した。

11月 20日 (晴 1曇)石組み遺構の掘 り方を検出する。本日午後より藤田担山氏により祭祀が行われ、今後

の調査の無事を祈る。

11月 21・ 22日・ 12月 2日  石組み遺構実測用の杭を東西方向、南北方向に設置 し、覆上を半裁 してセクショ

ン実測を行 う。

12月 3日 (曇 1晴)覆土をすべて除去 し石組みを完全に検出した。外側から中央に向かって内傾 している

ところを見ると、被葬者が入れられていた埋葬施設が腐敗 したことで石の重みを支えきれ

ず内側に向かって落ち込んでいるものと思われる。検出後石組みの平面実測を行 う。

12月 5日 (曇)石組み遺構の石を除去する作業を行 う。石組みの下に詰められた上の中には粘上が混 じっ

ている部分がある。

12月 6日 (曇)石組みの抜き取 り状況を写真撮影 し、石の計測を行 う。その後、四分法により内部の土の

除去作業を行 う。平行 して、積雪に備えた準備を行 う。

12月 7日 ～12月 17日  積雪のため作業できず。

12月 18日 (曇)掘 り方を掘 り下げる作業を行 う。遺構西側の黒褐色土内から須恵器片が出土 した。

12月 19日 (曇)掘 り方の掘 り下げを終了 した後、掘 り方の実測を行 う。

12月 20日 (曇 1晴)林内 トレンチ西側の黒褐色土の除去作業をおこなう。年内の作業は本 日にて終了する。

2003(平成15)年

1月 9日 ～ 1月 10日  昨年末に引き続き黒褐色上の除去作業を行 う。寒さと悪条件の中で思 うように作業

が進まない。

1月 16日 (曇)今年一番の寒波が襲来 し、瑞穂では-9.6℃ を記録 した。黒褐色土の除去作業を行 う。

1月 17日 (曇 1晴)黒褐色土の除去を完了する。地山は トレンチ西端部か ら中央部に向かって急激に落ち

込んでおり、落ち込みきったところで地山を掘 り込んで土坑をつ くり、古墓の基壇が築造

されていた。完掘状況を写真撮影 し、調査を終わる。

高見屋横瓦窯跡調査日誌抄

2003(平成15)年

10月 6日 (晴)本 日より高見屋横瓦窯跡の発掘調査を開始する。調査区南側は段丘端部で時代が違 う遺跡

の存在も想定されたため、南北方向に トレンチを設置 し調査を開始する。

10月 7日 (晴)]|き 続き調査区南側の トレンチ調査を行 う。 トレンチを入れた段丘端部は少 し前までは畑

として利用されていたと地権者からご教示いただいた。

10月 8日 (晴)ト レンチ調査を終了する。地山面まで非常に浅 く、遺構、遺物とも発見できなかった。

10月 9日 (晴)調査区北側の斜面の調査を開始する。 ごみ捨て場として利用されていたようで、 ごみが大

量に出てくる。斜面に トレンチを設定 し、調査を行 う。

10月 10日 (晴)ト レンチ北端部の表土中にて瓦を 2点、瓦焼成用部材を 4点、鑑を 1点採取 した。斜面上

にはこれら以外にも破損 した瓦などが表土中に散乱 しており、一部の瓦は焼成用部材 とと

もに積み重ねてあった。

10月 14日 (晴)斜面上の トレンチ調査の結果、遺構は検出できなかった。本日で高見屋横瓦窯跡の調査を

終了する。

(2)出 羽代官所跡、風 呂ノ上遺跡発掘調査の経過

平成 16年度 は 6月 9日 か ら 9月 17日 まで出羽代官所跡、風 呂ノ上遺跡 の発掘調査 を実施 した。

調査区 は出羽南岸 の河岸段丘端部 に位置 し、周知 の遺跡 として出羽代官所跡が遺跡地図に掲載 さ
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れている。今回の調査 は代官所跡の範囲が段丘端部 まで及ぶ規模 の ものか どうかが注 目されていた

が、地形 の状況か らもっと古 い遺跡 の存在 も想定 された。

調査 の結果、代官所 に直接つなが る遺構 は発見 されなか った ものの、代官所関連 の遺物、弥生

時代 の住居跡 1棟 と縄文時代、弥生時代、歴史時代 の遺物が発見 された。

出羽代官所跡、風呂ノ上遺跡調査日誌抄

2004(平成16)年

6月 9日 (晴)本日より調査を開始する。調査区西端部か ら荒掘 りを開始するが、耕作上の下はす ぐ地山

が現れる。畑地造成の際、地山面まで削られているようであった。

6月 10日 (晴)]|き続き表土除去作業を続ける。

6月 14日 (晴)調査区南側から北側に向かって表土除去を行 う。かなり厚い埋上であることが判明する。

6月 15。 16日  調査区中央部に南北方向の トレンチを設け、調査を行 う。 トレンチの東側をA区、西側をB

区とする。その結果、 A区北側に遺構が存在 している可能性がある。それが B区につながっ

ているかどうか今後確認 しなければならない。

6月 17日 ・ 22日 調査当初B区に置いた残土を調査区西端部へ移す作業を行うとともに、北側の段丘端部に

土留のネットを設置。

6月 23日 (晴)残土移動作業を終了 したため、B区の掘 り下げ作業を開始する。

6月 28日 (晴)号 |き 続きB区の調査を行 う。埋土中より弥生土器、中世の悟鉢が、セクションベル ト中に弥

生土器が出土 している。

6月 29日 (晴)セ クションベル ト中の弥生土器の写真撮影を行 う。その後、再びB区の掘 り下げ作業を行 う。

7月 1日 (晴)B区 を精査するが遺構 らしきものは見当たらない。 A区で検出されている遺構が B区につ

ながっているかどうか引き続き調査する必要がある。

7月 6日 (晴)B調 査区東端部にて溝状遺構を検出する。精査の結果、溝状遺構は南北方向に作 られてい

ることが判明する。

7月 7日 (晴)セ クションベル ト実測、写真撮影を行った後、セクションベル トを除去する。

7月 8日 (晴/雨)住居跡の覆土除去作業を行う。連日の好天で覆土が硬 くしまり、非常に作業効率が悪い。

7月 9日 (晴/雨)写 |き 続き覆上の除去を行 う。B区 は遺構の残存状況が良好であると思われるが、A区に

ついては埋土が非常に深 く遺構面が検出できない。

7月 12日 (曇/晴)覆上の除去作業を行う。

7月 14日 (晴)A区で住居跡の掘 り方を検出 した。A区に比べてB区 は覆上の除去が遅れているため、今後

B区を重点的に掘 り下げる。

7月 15日 (曇 1晴)B区の掘 り下げを引き続き行 う。

7月 16日 (曇/晴)住居跡の掘 り方の検出作業を行った。A区の掘 り方は明確であるもののB区の掘 り方は

不明瞭であった。セクション実測後写真撮影を行った。

7月 21日 (曇)住居跡遺構内を精査する。西側、南側の掘 り方は明瞭に検出できるものの、東側は不明瞭

な部分が多い。

7月 22日 (曇/晴)]|き 続き遺構内を精査する。住居跡の東側壁面は明瞭に検出できなかった。住居跡の

南東側では土坑状遺構が 3基検出された。

7月 27日 (晴)住居跡検出状況を写真撮影 した後遺構内の黒色土除去を行 う。平行 して加納昭嘉氏宅西側

にある平坦面の調査を開始する。 この平坦面を西側調査区と名づける。

7月 28日 (晴)風呂ノ上遺跡住居跡内の精査を行い、 ピットらしき穴を検出した。西側調査区は近年 ごみ

捨て場 として利用されていたためか、非常にごみが多い。西側調査区の中央部には巨大な

L
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石が置いてある。

7月 29日 (晴)住居跡内で検出されたピットのセクション実測、写真撮影を行 う。住居跡から南東部 3m

ほどのところで検出された土坑状遺構は複数検出されているが、溝状遺構である可能性 も

あるので精査する。

7月 30日 (晴)住居跡南側で溝状遺構を2ヶ 所検出した。南側から進入する雨水から住居を守るための設備

であると推測される。西側 トレンチの調査を本国終了する。

8月 3日 (晴)住居跡南側の溝状遺構のセクション実測、写真撮影を行 った後、溝状遺構を完掘 した。平

行 して東側溝状遺構の検出作業を行 った。 この遺構の南側では掘 り方が明瞭であるが、北

側は攪乱されているためか不明瞭である。

8月 4日 (曇)東側溝状遺構のセクション実測、写真撮影を行 った後、完掘 した。B区中央部に設けた トレ

ンチの中から弥生土器が叩き潰 したような状況で黒色土中から出土 した。

8月 5日 (晴)住居跡内部の精査と平行 してB区中央 トレンチの黒色土除去を行 う。

8月 17日 (曇)B区中央 トレンチの調査を引き続き行うが、遺物、遺構ともにない。

8月 20・ 25・ 26日 引き続きB区中央 トレンチの黒色土除去を行 うが、遺物、遺構とも検出、出上 しなかっ

た。

8月 27日 (晴)ヽ まヽまで検出した遺構の平面実測を行 う。

9月 9日 (晴)現地見学会の準備を行う。

9月 12日 (晴)午前10時より現地見学会を行 う。約40名程度の参加者があり、 2時間程度で終了する。

9月 15日 (晴)住居跡は埋土上に築造されているため、住居跡の下層の調査を行 う。

9月 17日 (曇)住居跡下層の調査を終了する。調査後の全景写真を撮 った後、片づけをして調査を終了す

る。

0                               10km

第 1図 邑南町域と遺跡位置図

川
Ｉ
Ｔ
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Ⅱ.遺跡の位置と環境

島根県邑智郡邑南町は、平成16年 10月 1日 に旧羽須美村、瑞穂町、石見町の 3町村が合併 し誕生

した町で、島根県のほぼ中央部の邑智郡南部に位置する。南西には中国脊梁山地が連なり、山地を

境として広島県と接 している。瑞穂地域のほぼ中央を出羽川が東流 し、その出羽川に向かって亀谷

川、岩屋川、円ノ板川などの支流が注いでいる。出羽川とその支流の流域には、沖積地や河岸段丘

が形成されており、特に邑南町田所から出羽にかけてはかなり広い出羽盆地が発達 している。今回

調査を行った遺跡はいずれも出羽盆地の南側の河岸段丘上で、町道小河内淀原線の沿線に所在する。

今回調査を行った 4遺跡へは、邑南町役場瑞穂支所 (旧瑞穂町役場)か ら県道を東に約 l km進み、

島根おおち農協出羽事務所先の四叉路を右折 し、さらに約500m進 むと左手に出羽代官所跡が見え

てくる。さらに出羽代官所跡入 り国の三叉路を右折 し、町道小河内淀原線を約300m西進 した所に

福音寺遺跡、そこからさらに160m西進 したところに高見屋横瓦窯跡がある。なお、風呂ノ上遺跡

へは、出羽代官所跡入 り口から徒歩で北西に約50m進むと到着できる。

邑南町では約950ヵ 所以上の遺跡が確認されている。その内約600箇所が瑞穂地区に所在 し、横道

遺跡をはじめとして旧石器時代から歴史時代にいたる幅広い時代の遺跡の存在が知 られている。

旧石器時代の遺跡は、横道遺跡 (高見)、 坂根谷遺跡 (高見)、 荒槙遺跡 (岩屋)及び堀田上遺跡

(市木)の 4ヶ 所が知 られており、約 2万年以上前から瑞穂地域に人々が生活 し始めたことを物語っ

ている。

続 く縄文時代の遺跡としては、横道遺跡、長尾原遺跡 (下亀谷・淀原)、 大畑遺跡 (大草)及び

大宇根遺跡 (伏谷)が以前から知 られていた。近年行われた中国横断自動車道広島浜田線建設に伴

う発掘調査により郷路橋遺跡 (市木)、 今佐屋山遺跡 (市木)、 堀田上遺跡、道城遺跡 (上亀谷)、

野田西遺跡 (上亀谷)、 順庵原遺跡 (上亀谷・下亀谷)、 沢陸遺跡 (淀原)、 川ノ免遺跡 (山田)及

び坂根谷遺跡の存在が明らかになった。

ほとんどの遺跡は出土遺物から早期のものと思われるが、郷路橋遺跡では前期のものとみられる

トチの実の貯蔵穴や晩期の住居状の遺構が検出されたほか、早期、前期、後期及び晩期の土器が出

土 している。

弥生時代になると遺跡数も増え、堀田上遺跡、牛塚原遺跡 (上亀谷)、 野田西遺跡、順庵原遺跡、

長尾原遺跡、淀原遺跡 (淀原)、 沢陸遺跡、川ノ免遺跡及び石堂遺跡 (和田)等の遺跡がある。

堀田上遺跡、牛塚原遺跡、順庵原遺跡及び淀原遺跡からは弥生時代前期の上器が出土 しており、

山間地域でも弥生時代前期から農耕が始まっていたことを示 している。弥生時代後半になると遺跡

数も増加 し、出土遺物 も豊富になって くる。人口も増え、それを支える農耕 も地域全体で広 く行わ

れていたと考えられる。こうして社会が安定 し物質的に豊かになるに従い、弥生社会も階層分化 し、

共同体の首長墓と考えられる順庵原 1号墓 (下亀谷)や御華山墳墓 (鱒渕)ん 築ゞ造された。 このう

ち順庵原 1号墓は、わが国初の四隅突出型墳丘墓の調査例となった。

古墳時代の遺跡のうち、集落跡としては狼原遺跡 (和田)、 宇山遺跡 (上原)、 川ノ免遺跡、長尾

原遺跡、順庵原遺跡、今佐屋山遺跡などがある。このうち、1968年の長尾原遺跡の調査では竪穴住
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居跡や土坑墓が検出され、さらに鉄 に関する遺構が発見された。また、 1989年に調査 された今佐屋

山遺跡か らも竪穴住居跡 と製鉄遺跡がみつか ってお り、製鉄・鍛冶が古墳時代後半 には始 まってい

たことを示 している。

古墳や古墳群 は20ヶ 所以上確認 されているが、その大部分 は終末期に築造 された小円墳 と横穴で

ある。前半期の古墳 と思われるものには段 ノ原古墳 (高見 )、 坂根谷古墳群、淀田古墳群 (三 日市 )

及び御華山古墳群 (鱒渕)がある。

奈良時代の遺跡のうち、発掘調査により住居跡が検出されたものに川 ノ免遺跡、野田西遺跡及び

大金谷遺跡がある。検出 した住居跡のほとんどに煙道を備えたつ くり付 けのカマ ドが設 けられてい

る。 このほか、古墳時代か ら奈良、平安時代 にわたる須恵器の窯跡 も数多 く確認 されている。久永

古窯跡群 はその代表的な遺跡で、島根県内有数の須恵器産地であったといえる。

中近世 になると、山城や砦跡、そ して多 くの製鉄遺跡が確認 されている。なかで も鎌倉時代 に富

永 (出 羽)氏が築城 されたと伝え られ、出羽盆地を北か ら見おろすニ ッ山城 は規模、構造 とも県内

屈指の山城跡である。

また、中近世の製鉄遺跡 は300ヶ 所近 くが確認 され、製鉄が盛んに行われていた ことをあ らわ し

ている。
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10 東森市良『四隅突出型墳丘墓』ニューサイエンス社 1985年

10 瑞穂町教育委員会『御華山爾生式墳墓調査概要』1969年 2月

10 島根県川本農林土木事務所『農面道新設に伴う長尾原遺跡及長尾原一号墳調査概要』1969年 2月

181(7)|こ 同じ

Q91  t311こ F司 じ

90 (9)とこF]じ

卿  (9)に 同じ
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第 2図 福音寺遺跡 。高見屋横瓦窯跡 。出羽代官所跡 。風呂ノ上遺跡付近遺跡分布図

1.福音寺遺跡

2.高見屋横瓦窯跡

3.出羽代官所跡

4.風呂ノ上遺跡

5,川 ノ免遺跡

6 滑遺跡

7.狼原遺跡

8.野田原遺跡

9.長畑古墳

10.鉄穴原領跡

■.宇山A遺跡

12.宇山窯跡

13.毛城跡

14.宇山B遺跡

15.七神社石棺墓群

16.宮 ヶ谷遺跡

17.崇聖寺原遺跡

18.蛇喰遺跡

19.淀田古墳群

20.上菅窯跡

21.定入遺跡

22.定入窯跡

23.桜 ヶ谷窯跡

24.カ ニヶ迫遺跡

25。 馬場ヶ谷窯跡

26.馬場ヶ谷 B遺跡

27.清水ヶ尻窯跡

28.清水ヶ尻遺跡

29.鱒洪1古墳群

30.御華山古墳群

31.竹前遺跡

32.長尾原遺跡

33.長尾原A古墳

34.長尾原 B古墳

35.若林遺跡

36.江迫窯跡

37.江迫横穴群

38.沢陸遺跡

39.淀原遺跡

40,オ セド遺跡

41.小絵堂遺跡

42.旅行村グラウンド窯跡

43.鉄穴内遺跡

44.小谷遺跡

45.慶光坊跡

46.馬場ヶ谷A遺跡

-9-



どヽ
コ

I´
▼
4,
/＼

樟
li
キ

キ

||

30
9.
58

た

28
9 
74
)

29
9,
73
)

＼ 　 　 　 ／ み

＼
~l
l

(2
銚

ε5
X

ヘ
＼

|| 29
5.
25

49 / 
 /
―

思

＼ ベ
慰 ぐ

＼

√
40
9｀

巡

く

31
0:

ヂ
(3
00
 0
6〕

ア

/歩
歩

手

/

／

／

／

お
ｎ

Ｉ Ь Ｉ
＝ ―
― 吐 ＝ 吐 旧 ＼

/

ス

ゞ 〃

(3
07

第

物

29
7・

47

ヽ

第
3図

 
福

音
寺

遺
跡

地
形

測
量

図



,‐

11
1昨

報
峠

,―

.1
1ヰ

料
:ヰ

,“
+

・
‐ '
::
十 Om

― ― 牌 Ｐ Ｉ Ｉ

'―

.:
t叶

謝
牛

I‐
'i
上
峠

,‐
'1
:半

‖
:十 10

m

・

‐
:を

中
|‐
',
:ヰ

/ 第
4図

 
高

見
屋
横

瓦
窯
跡
地

形
測
量

図



,髯
翻|

V:
詐

ユ コ ニ 　 　 　 　 ュ 　 　 　 　
．

― 誌 ―

基

七
日
里

第
5図

 
出

羽
代

官
所

跡
・

風
呂

ノ
上

遺
跡

地
形

測
量

図

o 
2



Ⅲ.調査の概要

1、 福音寺遺跡の調査

福音寺遺跡は邑南町淀原地内の河岸段丘上に所在する遺跡である。地元の人によると福音寺とい

う寺があったとの伝承があり、周辺に五輪塔が数基点在 している。また耕作により上器片が出土 し

たことなどから、福音寺遺跡として周知されてきた。今回の発掘調査では、道路建設予定地内に ト

レンチを 6ヶ 所設定 し調査を実施 した。

調 査 地   邑智郡邑南町632番地 2、 同899番地

調査期間   平成14年 7月 24日 ～平成15年 1月 17日

調査面積   55∬

(1)調査の概要 (第 3図、図版第 la.b)

道路建設予定地内の調査区は段丘縁辺部に位置 し、西側は圃場整備により地形が大幅に改変され

ているが、東側の林地や畑地については旧地形が残っていると想定されたので、東側を中心に 6箇

所の トレンチを設定 し調査を実施 した。

a.遺構 (第6図、図版第 lc～図版第 2c)

第 4ト レンチで石組み遺構 1基を検出した。石組の規模は長軸2.3m、 短軸1.Omで、平面形は長

方形を呈 し、主軸はN-75° 一Eを指 している。使用されている石材は17個 で、割 り石が 8個、河

A~

A 30780

0                2m

第 6図 石組遺構実測図
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原石が 9個である。石材の大きさは70× 35cm大 のものから、35× 20cm大 まで様々であるが、40× 20

～30cm大 のものが最も多 く使用されている。石組の下からはやや不定形な隅丸長方形の土坑を検出

した。土坑の規模は長軸2.25m、 短軸95cm、 深さ40～ 25cmで ある。石組みや土坑の中から遺物は出

土 していない。

b.出土遺物 (第7図、図版第 3a～図版第 4a)

石組遺構に伴う遺物は出土 していないが、埋土や包含層から少量の遺物が出土 した。

1、 2は第 4ト レンチから出土 した弥生時代前期の上器である。 11ま壺の胴部上半の小片で、木葉

文土器である。方形の区画の中にヘラ状工具で有軸の木葉文が丁寧に描かれている。内面の調整は

風化により不明であるがヘラ磨きか。2は甕で、回縁端部が逆「 L」 字形を呈 し、刻目文を施す。

外面頚部に 4条の沈線を施すが、内面は風化により調整不明。 3は第 4ト レンチから出土 した須恵

器の小形の広口壷で、日縁径12.6cm、 器高8.3cm、 底径 5。 2cmで ある。胴部中央付近から外反 し口縁

端部が垂直に立つ。内外面とも回転ナデ調整で、底部はヘラ切である。その他埋土中から弥生土器

小片、須恵器小片、黒曜石 (図版第3c)な どとともに鉄淳が17点、炉壁片 3点 (図版第 4a)が 出土

した。また、第 3ト レンチから青磁の小片 1点出土 した(図版第3c)。 小片で図化できないが淡緑

色の釉薬が厚 く施釉され全体に貫入が認められる。胎土は密で白色を呈 し清良である。

0                                           10cm

第 7図 福音寺遺跡出土遺物実測図

弾

-14-



2.高見屋横瓦窯跡の調査

福音寺遺跡の約160m南西に位置する瓦窯跡である。大正～昭和初期に操業された窯跡と伝えら

れ、瓦片や煉瓦などが出土 している。調査は長さ25m幅 2mの トレンチを設定 し実施 した。

調 査 地   邑智郡邑南町淀原591番地1外

調査期間   平成15年 10月 6日 ～10月 14日

調査面積   50だ

(1)調査の概要 (第 4図、図版第 4b～図版第 6a)

調査は町道に接 している斜面とその上の平坦部で実施 した。層序は耕作土、茶褐色土、地山(粘

性土)で、地山までの深さは約30cmで ある。平坦部や斜面か らは遺構は検出されていないが、斜面

下端部で窯に使用された煉瓦の一部や、少量の瓦片やモ ミツチなどが出土 した。出土場所は操業時

の物原跡ではなく、後世斜面尻に土留めのために置かれたものである。これらのことから、遺構は

昭和40年代の町道拡幅工事の際完全に破壊されたものと思われる。

a,出土遺物 (第 8図、図版第 6b～図版第 7a)

遺物は斜面尻に土留めとして積まれたもの以外出土 しなかった。出土遺物は、窯に燃焼材の薪を

投入 した際、瓦に当たって破損するのを防止するため、製品の前に立てられたヒダテ、煉瓦、瓦片、

瓦を焼成する際焼成台と瓦の溶着を防ぐため使用されるモミツチ、瓦どうしの溶着を防 ぐためのハ

セなどが出土 した。 1、 2は ヒダテで、大きさは 1が 28.5× 26.3cm、 厚さ3.5cm。 2は 25。 2× 25.40m、

厚さ3.2c mである。 3、 4、 5、 6はモ ミツチで、残存長■.5～ 12,00m、 断面は3.2～ 3.4cm× 3.8～

4.4cmで長方形を呈す。 3、 4は焼成時の瓦の溶着を防ぐため付着させた籾殻の圧痕が認められる。

7はハセで長さ4.8cm、 断面は1.1× 0.5cmの 長方形で上部は傘状に扁平に広がる。

物一
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０
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蔭周
‐―
甲
□

第 8図 高見屋横瓦窯跡出土遺物実測図
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3.出羽代官所跡の調査

出羽代官所は浜田藩により17世紀中ごろ設けられ、19世紀中ごろ廃止されるまで浜田藩出羽組を

統治 していた。調査は代官所入口の門があった場所付近と推定される平坦面に長さ8,7m、 幅 2m

の トレンチを設定 し実施 した。

調 査 地  邑智郡邑南町出羽450番地外

調査期間  平成16年 7月 27日 ～30日

調査面積  21だ

(1)調査の概要 (第 5、 9図、図版第 7b～図版第 8c)

調査地は近年まで民家があった場所で、土層に撹乱が認められた。調査により代官所に関する遺

構は検出されなかったが、遺物は主に暗茶褐色土、黒褐色土から出土 した。

a.出土遺物 (第 10、 11図、図版第 9a、 b)

1は肥前系磁器の皿で薄 く釉薬がかかり淡いオリーブ色を呈 している。見込みに 5個、高台に 3

個(4個か)砂目が溶着 している。 2は肥前系 (唐津)陶器の天目茶碗で高台脇に釉薬が厚 く垂れてい

る。 3は肥前系陶器の碗で、見込みや胴から腰にかけて鉄釉により施釉されているが、高台際から

高台にかけては無釉である。 4、 5、 6、 7は肥前系磁器である。 4は染付碗で、口径9.lcm、 器

高5.5cmで、見込口縁内部に四方欅文が巡 り、底部に 2条の圏線、中央部にも題材不明の文様が描

かれている。外面は竹文と高台脇に文様帯、高台に 2条の圏線が染付けられている。 5は染付皿で

見込に 2条の圏線と題材不明の文様が、外面には蔓草状の文様と 3条の圏線が巡る。高台内は無施

釉である。 6は染付碗で、見込に 3条の圏線と中央部に題材不明の文様が描かれている。外面は高

台脇に鳥状文様と高台に 3条の圏線、高台内に題材不明の文様が描かれている。 7は 口径9.6cmの

広東碗の蓋で、外面は竹垣文と笹文、輪状のつまみに 2条の圏線、内面は 3条の圏線と中央部に題

材不明の文様が描かれている。 8は肥前系陶器の小皿で、鉄釉で施釉されている。 1～ 3は 17世紀、

4～ 8は 18～ 19世紀の物であろう。

0喬綜 砂粒始め

・黒色上のプロックを含む)

0            1           2m

第 9図 出羽代官所跡 トレンチ実測図

ドレンチ出上遺物実測図 (1)
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第11図  トレンチ出土遺物実測図
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4.風呂ノ上遺跡の調査

風呂の上遺跡は出羽代官所跡の北東約60mの丘陵の先端部に位置する。本遺跡は周知の遺跡では

ないが、今回の工事に先立ち、試掘調査でその存在が明らかとなり、工事で消滅する範囲を調査 し

た。

調 査 地  邑智郡邑南町出羽332番地外

調査期間  平成16年 6月 9日 ～ 9月 17日

調査面積  397r

(1)調査の概要 (第 5図、図版第 9c～図版第10a)

調査により弥生時代後期の竪穴住居跡 1棟、住居跡に伴 う溝状遺構 2、 時期不明の溝状遺構 1、

土坑 4を検出した。

a.竪穴住居跡 (第 12,13図 、図版第10b～図版第1l b)

調査区中央部北側で検出した。遺構南側は比較的遺存状態も良 く、残存壁高51cmで一部壁溝も認

められるが、遺構北側は後世の耕地化により削平され消滅 していた。住居跡は復元直径約 6mの 円

形住居跡で、床面ほぼ中央に炉と推定されるピットを設けており、 ピット内からは炭が検出された。

住居跡は 8本柱で、柱穴の径は30～ 40om、 深さはPlが 17cm、 P2～P8が 37～ 51cmで ある。

b。 竪穴住居跡床面から出土 した遺物 (第 14図、図版第12c～図版第13c)

と、 2は鼓形器台の器受部で、日縁は複合口縁状につ くる。 1は 口径17.2cmで無文、 2は口径12.

20mで 口縁部に波状文を施 している。 3～ 7は弥生土器の甕、 8、 9は弥生土器の底部である。 3

は回径22.4cmで僅かに外傾する複合口縁部と肩部に波状文を施 している。 4は 国径17cmで 複合回縁

部に 2条の凹線文、頸部にヘラ状工具で斜行刺突文を施す。 5は 口径18.4cmで外傾する複合口縁の

口唇部に1条の凹線と口縁中央部から下端にかけて櫛歯状工具による平行沈線を施す。 6は 回径21.

6cmで外傾する複合口縁部はナデ調整で施文は無い。 7は 日径11.6cmで、 6同様無文の外傾する複

合回縁を有する小形の甕である。 8、 9は底部で 8は底径3.里 cm、 9は底径 2 cmで ある。時期は弥

生時代後期前半(V-2)である。

c.溝状遺構 1(第 15図、図版第 1l c)

竪穴住居跡の南1.8mに位置 し、平面形は弓状で長さ4.7m、 幅 lm、 深さ 6～ 20cmで ある。

d.溝状遺構 1から出土 した土器 (第 16図、図版第14a)

10は 日径17.2cmの弥生土器で、外傾する複合口縁外面に櫛歯状工具で12条 の波状文を施 し、頚部

にも同様の波状文を施 している。

e.溝状遺構 2(第 15図、図版第12a)

竪穴住居跡の南西2.2mに 位置 し、竪穴住居跡を囲むように掘 られてている。遺構内から遺物は

出土 していない。検出された遺構は長さ4.9m、 幅0.5～ 0.8m、 深さ 7～ 21cmである。

f.溝状遺構 3(第 15図、図版第12b)

調査区東端に位置 し、竪穴住居跡からの距離は 9mで ある。溝は南北に伸びるが、西側の壁は僅

か しか残 っていない。残存する溝の規模は長さ約5.5m、 幅40～ 65cm、 深さ14cmで遺物は出土 して

いない。時期、遺構の性格は不明。
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g.土坑 1(第 17図、図版第 1l c)

竪穴住居跡と溝状遺構 1の間に位置する楕円状の上坑である。土坑東側は後世の削平により

消滅 しているが、復元規模は長軸 1.5m、 幅70cm、 深さ33cmで ある。上坑内か ら遺物は出土 し

ていない。
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第13図 堅穴佳居跡実測図
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0                                                  20cm

第14図 堅穴住居跡床面から出上した遺物実測図
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刀
Ｉ
Ｔ

第15図 溝状遺構 1・ 2・ 3実測図

h.土坑 2(第 17図、図版第1l c)

土坑 1に より約1/2が切 られており、土坑 1よ りは

時期は古いと考えられる。本来の規模は lm程度と推

定されるが、残存部分は長軸55cm、 幅45cm、 深さ 9 cm

である。土坑内から遺物は出土 していない。

暗茶褐色土
(炭を含む)

0                      2m

0                          10cm

第16図 溝状遺構 1出上遺物実測図

暗茶褐色

―
傑褐色上のブロック、炭を含む)

暗茶褐色土
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①暗茶掲色土

(責色土のプロック
を含む)

②茶褐色土

(黄色上のプロック
を含む)

③暗茶掲色土

④暗茶褐色土

(炭を含む)

⑤茶掲色土

⑥暗茶褐色土

(2 mm程 度の砂粒を

含む)

②暗茶褐色土

瀦 ち琵畳急キ

第17図 上坑 1・ 2・ 3実測図

i.土坑 3(第 17図、図版第12a)

溝状遺構 2の端部に接 して位置 し、平面形は整った楕円形を呈する。規模は長軸70cm、 短軸55cm、

深さ2且cmで、土坑内から遺物は出土 していない。

(2)埋土や包含層から出上 した遺物

a。 縄文土器 (第 18図、図版第14b)

調査区内から1点出土 した深鉢形土器で、器面内外全面に撚 りがゆるく太い縄文を縦走させてい

る。補修孔 もlヶ 所認められる。縄文の特徴から船元系の土器と考えられる。時期は縄文時代中期

前半。

b.弥生土器 (第 18、 19図、図版第14b～図版第15b)

12は壺の胴部で、断面三角形の突帯を3条巡 らし、突帯間に羽状文や斜行刺突文が描かれている。

13、 14は 口縁端部が「逆L字」状に外反する甕で胎土は密で器壁 も薄い。 15、 16は 日縁が朝顔状に

大きく開く広口壺で、口縁端部が上下に僅かに拡張 し、内外面に斜格子文を施す。 17、 18は土器の

底部、19は刻目突帯を有する甕で、突帯から上はナデ調整、突帯から下はハケロ調整である。20は

日径18.5cmの高郭で、回縁が「逆L字」状に外反 し、日縁端部は上下に僅かに拡張 し、2条 の凹線文

が巡る。21は 口径14.4cmの椀で、口縁端部が僅かに肥大する。22は 国径23c14の 甕で、複合口縁部と

頸部に崩れた波状文を巡 らす。23は甕の頸部付近で、凹線間にヘラ状工具で斜行刺突文を施 してい

る。24～ 33は複合口縁の甕である。24、 32、 33は無文で、25～ 29は櫛歯状工具で崩れた波状文を巡

らし、30、 31は平行沈線を巡 らす。時期は12が弥生時代前期(I-2)、 13～ 16、 19が弥生時代中期

(Ⅲ -1)、 20が 中期末～後期初頭 (Ⅳ -2～ V-1)、 17、 18は土器の底部なので様式は不明だが、調

整等から中期の範疇として問題ない。23は弥生時代後期(V-1)、 豊4～33は V-2～ V-3で ある。

c.須恵器 (第20図、図版第15c～図版第16a)

34、 35は須恵器郭身で34は 口径11.6cmの須恵器堺身で、日唇部がやや内傾 して立ち上がる。36～

30359

30338
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o                                                20cm

第18図 埋土や包含層から出土した遺物 (縄文土器、弥生土器)実測図 (1)
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第19図 埋上や包含層から出土 した遺物 (弥生上器)実測図 (2)
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o                                                 20cm

第20図 埋上や包含層から出土した遺物 (須恵器)実測図 (3)

Ⅷ プ
o                                                     20cm

第21図 埋土や包含層から出上した遺物 (貿易磁器)実測図 (4)

39は高台付郭で、高台はいずれも底部外縁につ く。時期は34、 35が 5世紀後半、36～ 39が 8世紀で

ある。

d.貿易磁器 (第21図、図版第16b)

埋土から4点出上 しているが、全て青磁片である。40は 回径19cmで 口縁が外反する碗である。器

面には文様が陰刻され厚 く釉薬が掛かる。41は 日径16.2cmの玉縁の碗。42は 碗の腰から高台脇にか

けての部分、43は簡略化された連弁文を有する碗である。いずれも龍泉窯系の青磁碗で15～ 16世紀

初頭のものと考えられる。
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e.陶器 (第22図、図版16b)

44～ 50は在地産と推測される橋鉢で時期は14～ 15世紀頃か。51は 17世紀の備前焼悟鉢である。

f.石器 (第23図、図版16c)

52は埋土から出上 した大型の石族で石材はチャー ト。凹基無茎式で、快 りが逆U字状を呈す。

さ4.5cm、 幅2.4cm、 厚さ0.8clll、 重さ 9gである。

鞠綾悦孵
′

麒鞠″

48

49

3 ′
５０
が絲

第22図 埋上や包含層から出上 した遺物 (中世陶器)実測図 (5)

第23図 埋土や包含層から出上 した遺物 (石器)実測図 (6)
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第 1表 福音寺遺跡出土遺物観察表

図
号

挿
番

版
号

図
番

真
版

写
図

物
号

遺
番

土
置

出
位

器 種
寸 法 (cm)

胎 土 焼 成
色  調

文様及び手法の特徴
回径 底径 器 高 外面 内面

7 3 1
褐
層

茶
土

暗
色

生
器

弥
土

不明 不明 残40 密 良好 淡橙色 淡橙色
胴部にヘラ描き木葉文を巡 ら
し、沈線により文様を区画 し
ている

7 3 2
茶褐色
土層

生
器

弥
土

甕 不明 不 明 残39
l mm程

度の砂
粒含む

やや甘
ヽヽ 淡橙色 淡橙色

外面ヨコナデ
ロ唇部に刻目文、頸部に4条 の

沈線 (ヘ ラ描き)

7 3 3
暗茶褐
色土層

須恵器
小型
広口壺

不 明 密 良好 暗灰色 暗灰色
口縁端部の外面が平坦に仕上
げられている
内外面ともに回転ナデ

第 2表 出羽代官所跡出土遺物観察表

図
号

挿
番

版
号

図
番

真
版

写
図

物
号

遺
番

土
置

出
位 器 種

寸法 (cm)
胎土 焼成

色  調
文様及び手法の特徴

口径 底径 器高 外面 内面

1 1 包含層 磁器 皿 不明 残11 密 良好
明青灰
色

明青灰
色

見込み及び高台に砂目あり
17世紀

9 2 2 包含層 磁 器 碗 不 明 残29 密 良好 闘円帥嗣

釉の憐分け
(オ サーブ緑
と濃乳白色)

肥前系磁器、17世紀

9 3 3 包含層 陶器 碗 不 明 残40 密 良好
色
釉

茶
無 聴肺

肥前系陶器、17世紀
外面 回転ナデ

11 9 4 包含層 磁器 染付碗 密 良好

明青灰
色に青
の染付

明青灰
色に青
の染付

18世紀

ll 9 5 5 包含層 磁 器 染付皿 密 良好

灰
青
付

青

に
染

明
色

の

明青灰
色に青
の染付

18世紀

11 9 6 6 包含層 磁 器 染付碗 不 明 残26 密 良好

に
染

地

の

白
青
付

白地に
青の染
付

肥前系染付碗、18～ 19世紀

11 9 7 7 包含層 磁器 染付蓋 密 良好

淡灰色
に青の

染付

淡灰色
に青の

染付

肥前系染付、広東碗の蓋、 19

世紀前半

11 9 8 8 包含層 陶 器 皿 不明 残16 密 良好 茶色、翻弾

暗

底

釉
濃茶色 19世紀

第 3表 風呂ノ上遺跡出土遺物観察表

図
号

挿
番

版
号

図
番

真
版

写
図

物
号

遺
番

土
置

出
位

器 種
寸法 (ca)

月台土 焼 成
色  調

文様及び手法の特徴
口径 底径 器高 外面 内面

12 1 1
SI-01
床面

生
器

弥
土

鼓形
器台

不 明 実10 ｍｍ程効
釣

１
度
粒

良好
浅黄橙
色

橙色
内外面 ともにナデまたはヘラ
ミガキ

13 2 2
SI-01
床面

生
器

弥
土

彰
ル
ム
ロ

鼓
器

122 不 明 残7C
程
砂
む

輸帥
脩

良好 赤褐色 赤褐色 内面 ヘラミガキ

3 3
SI-01
床面

生
器

弥
土

甕 不 明 勇13( 耐効舘

１
度
粒

良好 茶褐色 茶褐色

外面 口縁 。胴部櫛歯状工具
による波状文、ナデ 頸部回
転ナデ ー部煤付着
肉 面  同縁 チ デ

13 4 4
SI-01
床面

生
器

弥
土 甕 不 明 実12 弛パ嚇釣

や

ｍｍ
の
を

良好 責橙色 黄橙色

外lgl 口稼2条以上の凹線又

頸部に刺実文 全面に煤付着

内面 口縁部 ナデ 頸部以下
ヘラケズ リ

5
SI-01
床面

生
器

弥
土 甕 不明 残55

柱
小
含

ｍ
の
を

４
度
石
お

良好 橙色 黄橙色

外面 10～ 6条の櫛歯状I具に
よる波状文
内面 日縁部ナデ、頸部ヘラ
ケズリ

6
SI-01
床面

生
器

弥
土

甕 不明 残55 ｍｍ程勒
釣

１
度
粒

良好 橙色 橙 色

面
面
ズ

外
内
ケ

ナデ
ロ縁部ナデ 頸部ヘラ
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第 3表 風呂ノ上遺跡出土遺物観察表

図
号

挿
番

版
号

図
番

真
版

写
図

物
号

遺
番

土
置

出
位 器 種

寸 法 (cm)
胎 土 焼成

色  調
文様及び手法の特徴

口径 底径 器高 外面 内面

7 7
SI-01
床面

生
器

弥
土 甕 残32

文mm程
度 の砂
粒含む

良好
淡茶褐
色

暗茶褐
色

内外面ナデ、一部煤付着

13 8 8
SI-01
床面

生
器

弥
土

甕また
は霊

残23
l nm程
度 の砂
粒含む

良好
淡茶褐
色

茶褐色
面
面

外
内

ナデ、一部煤付着
ヘラケズリ

9 9
SI-01
床面

生
器

弥
土

甕また
は壷

残40 耐卯釣

１
度
粒

良好 赤褐色 茶褐色
面
面

外
内

ナデ、一部煤付着
ヘラケズリ

14
状
構

溝
遺

弥生
土器

賓 残40 耐卵釣

１
度
粒

良好 赤褐色 赤褐色

面

デ

面

外

ナ

内

12条の櫛歯状工具による波状文、

日縁部ナデ 頸部ヘラケズリ

11 埋土中
文
器

縄
土 深 鉢 不 明 不 明 残5〔 やや粗

やや甘
ヽヽ 茶褐色 茶褐色

内外面 ともに粗い縄文 補修
子しあり

黒褐色
土

生
器

弥
土 重 不 明 不 明 残45 密 良好

灰褐色～
暗茶褐色

暗茶褐
色

外面 ナデ 3条 と2条 の突帯
文の間に羽状文
内面 ハケ調整後ナデ

包含層
弥生
土器

甕 残49 密 良好
淡黄灰
色

淡黄灰
色

内外面ともナデ 外面に煤付
着

14 埋土中
生
器

弥
土 甕 残32 岬脚鱒

良好
淡黄灰
色

淡黄灰
色

内外面ともナデ

包含層
生
器

弥
土 広口壷 残20 密 良好

淡黄灰
色

淡責灰
色

内外面 日縁端部拡張部斜格
子文

哩土中
生
器

弥
土 広口壷 残16 ｍｍ程の

釣

１
度
粒

良好 灰褐色 灰褐色
内外面 口縁端部拡張部斜格
子文

17 包含層
生
器

弥
土

甕また
は壷

残56 耐効釣

１
度
粒

良好
暗灰掲
色

灰褐色
外面 ナデ、一部煤付着
内面 不明

SI-01
床面

生
器

弥
土

甕また
は壺

残42 密 良好
暗茶褐
色

暗黍褐
色

デ
明

ナ
不

面
面

外
内

包含層
生
器

弥
土 甕 不 明 不 明 不明 戯効釣

１
下
粒

良好
淡灰褐
色

外面 刻目突帯文 一部煤付着
内面 ハケロ

包含層
生
器

弥
土 高杯 残55 耐卵釣

１
度
粒

良好
暗茶褐
色

暗茶褐
色

外面 口縁に2条の沈線
ヘラケズリ、ナデ

包含層
生
器

弥
土 鉢 ｎｍ程の

釣

１
度
粒

良好
淡黄褐
色

黄褐色 内外面ともナデ

包含層
生
器

弥
土 甕 美16 密 良好 橙色 茶褐色

外面 □縁上部8条 の波状文
口縁下部3条の波状文
内面 口縁～頸部ナデ

包含層
生
器

弥
土

甕また
は壷

不 明 残40 密 良好 茶褐色 橙色 内面 ヘラケズリ

包含層
生
器

弥
土 甕 残51 耐卯釣

１
度
粒

良好 茶褐色 橙 色
外面 ナデ、煤付着
内面 ナデ、ヘラケズリ

包含層
生
器

弥
土 甕 残26 鰹勒釣

１
度
粒

良好 橙色 茶褐色
外面 口縁6条 の波状文 口縁
下端部煤付着
内面 ヨコナデ

包含層
生
器

弥
土 甕 不 明 残64 戯卵釣

３
下
粒

良好 黄褐色 黄褐色

面

文

面

外

状

内

日縁6条 の波状文 頸部4条 の波

日縁ヨコナデ 頸部ヘラケズリ

包含層
生
器

弥
土 甕 184 不明 残68

3 nll程

度 の砂
粒含む

やや甘
モヽ 責橙色 黄橙色

外面 口縁7条の波状文
内面 口縁 ヨコナデ 頸部ヘ
ラミガキ

15 包含層
生
器

弥
土 餐 不 明 残39 密 良好 赤褐色

淡黄褐
色

外面 日縁上部6条の波状文 日縁下
部4条以上の波状文 一部煤付着
内面 ナデ、ヘラケズリ

包含層
生
器

弥
土 甕 不 明 残47 耐効釣

２
度
粒

良好 橙 色 暗灰色 文
面
状
面

外
波
内

口縁4条 の波状文 頸部

ナデ
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図
号

挿
番

版
号

図
番

真
版

写
図

物
号

遺
番

土
置

出
位 器 種

寸 法 (cm)
月台土 焼成

色  調
文様及び手法の特徴

口径 底 径 器高 外面 内面

包含層
生
器

弥
土

甕 不明 残39 耐効釣

１
度
粒

良好
暗茶褐
色

茶褐色
外面 口縁8条 の沈線 頸部刺
突文
内面 ナデ、ヘラケズリ

包含層
生
器

弥
土

甕 不明 残41 密 良 好 橙 色 橙 色

面
着
面

外
付
内

口縁部波状文 一部煤

ヨコナデ

包含層
生
器

弥
土 甕 不明 残40 ｍｍ程効

釣

１
度
粒

良好
暗茶褐
色

淡茶褐
色

面
面

外
内

ナデ
ナデ、ヘラケズ リ

15 包含層
生
器

弥
土

餐また
は壷

不 明 残43 密 良 好 橙 色 橙 色
面
面

外
内

ナデ
ナデ

包含層 須恵器 杯 不 明 残45
以
砂
む

ｍ
の
含

２
下
粒

良好 灰色 灰色
内外面とも回転ナデ、外面底
部回転ヘラケズリ

包含層 須恵器 杯 不 明 不 明 残38 密 良好 青灰色 灰色
外面 受部から底部にかけて

自然釉

包含層 須恵器
高台付
杯

不 明 残30 密 良好 青灰色 灰色 内外面とも回転ナデ

包含層 須恵器
高台付
不

不 明 残18 密 良好 灰 色 灰 色
内外面とも回転ナデ、張 り付
け高台

包含層 須恵器
高台付
杯

不 明 残11 密 良好 灰 色 灰色
内外面 とも回転ナデ、張り付
け高台

包含層 須恵器
高台付
杯

不 明 残11 密 良好 灰 色 灰色
内外面とも回転ナデ、張り付
け高台

包含層
龍泉窯
系青磁

碗 不 明 残4 密 良好 淡緑色 淡緑色
内外面ともに厚い青磁釉、片
切彫 (ヘ ラ)の簡略化された
文様

埋土中
龍泉窯
系青磁

碗 不 明 残20 密 良好 緑灰色 緑灰色
内外面ともに無文 ?口縁が玉
縁状になっている

埋土中
窯
磁

泉
青

龍
系 碗 不 明 不 明 残50 密 良好 青緑色 青緑色 内外面 ともに無文

包含層
窯
磁

泉
青

龍
系

蓮弁文
碗

不 明 不 明 残38 素地 は
密

良好

薄ヽヽ袖
により
オ リー
ブ序名

粕
り

一
衝

い
よ
り
庁

薄
に
オ
ブ

外面線描きによる簡略化され
た蓮弁文
内面無文

埋土中
系地

器
在
陶 悟鉢 不明 不 明 残44 密 良好

淡黄褐
色

淡黄褐
色

軟質 内面ハケロ、条線

埋土中
系地

器
在
陶 播鉢 不明 不 明 残40 密 良好 黄灰色 黄灰色 軟質 外面ハケロ、内面条線

包含層
在地系
陶器

rHF鉢 不明 不明 残28 密 良好 黄灰色 黄灰色 軟質 外面ハケロ、内面条線

包含層
系地

器
在
陶 悟鉢 不明 不明 残28 密 良好 灰色 灰色

軟質 内外面ともにハケロ、
内面条線

包合層
在地系
陶器

悟鉢 不 明 不明 残38 密 良好 灰 色 灰 色 軟質 外面ハケロ、内面条線

包含層
在地系
陶器

信鉢 不 明 不明 残41 密 良好 灰色 灰色 軟質 外面ハケロ、内面条線

包含層
焼一削備

？ 福鉢 不明 不 明 残32 密 良好 灰色 灰色 硬質 外面不明、内面条線

5ユ 埋土中 備前焼 悟鉢 不明 不 明 残59 密 良好

赤褐色
～暗赤
褐色

赤褐色 硬質 内面条線

埋土中 石 器 石鏃
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Ⅳ。ま と め

今回の調査は町道改良に先立って、工区内に所在する 4遺跡の工事で直接影響を受ける部分につ

いて、平成14～ 16年度の 3ケ年に分けて調査を実施 した。限られた範囲の調査であったが、弥生時

代の竪穴住居跡や中世の古墓、貿易磁器や中世陶器などを検出することができた。当地方の古代史

や中世史を考える貴重な資料になるであろう。

以下調査によって得 られた成果の概要について各遺跡ごとにまとめておきたい。

福音寺遺跡

遺跡の名前が示すとおり、福音寺という寺があったと伝えられる遺跡である。今回の調査では遺

構は古墓 1基のみで、直接福音寺に関する遺構は確認できなかった。古基も年代を特定する遺物が

出土 していないが、野田西遺跡 (邑南町上亀谷)で調査された中世古墓に類似 しており、中世後半

期の墓としておきたい。また、木葉文土器は広島県北広島町新庄の横路遺跡出上の木葉文土器と酷

似 しており、弥生時代前期の陰陽の交流を考える資料として貴重である。

高見屋横瓦窯跡

邑南町瑞穂地区は良質の粘土の粘土と燃料材が豊富であることなどから、明治以降瓦の生産が行

われてきた。現在確認されている瓦窯跡は15ヶ 所で、その内 4ヶ 所が高見屋横瓦窯跡のある淀原地

区に所在 している。 しかし、今日まで瓦窯跡の考古学的調査が実施されておらず、構造について不

明な点 も多 く、今回の調査の成果に期待が寄せられたが、昭和40年代の道路改良工事の際完全に破

壊されていることが判明 し、瓦窯跡の構造について、新たな知見を得ることはできなかった。

出羽代官所跡

当地方は16世紀中ごろから毛利氏によって治められていたが、関ヶ原の合戦の敗北により毛利氏

が防長 2ケ 国に削封になった後、 しばらくは徳川幕府直轄地であった。

元和 5(1619)年 古田家が5万石をもって浜田に封 じられてから瑞穂地区の大半が浜田藩領に属す

ることとなった。その後松平周防守家、松平右近将監家と領主は変わったが、一貫 して浜田落の統

治下に置かれた。

さて、浜田藩は領内の統治の機構として、町奉行による町方支配、浦奉行による浦方支配、郡奉

行による地方 (村方)支配が行われた。郡奉行の配下に出羽組、市木組等七組を配置 し、その内の

六組に代官所を設けた。

今回調査 した出羽代官所跡は、元和 5年出羽組31ケ村7800石の統治機関として浄林寺北側に設け

られた。代官所の面積は約1700だ と伝えられ、絵図も残されている。工保 4(1647)年古田家郷帳

によると「八日市村に四斗八升代官屋敷、一斗八升御鷹部屋、御馬屋敷。二五石三斗五合市屋敷」

とある。また、承応 2(1652)年の検地帳にも「出羽代官屋敷一反三畝三分、御鷹部屋、御馬屋敷

三畝二七部」と記されている。代官所は天保13(1842)年 に廃止されたとされ、約200年間にわたり
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当地方を統治 していたのである。

今回調査 した場所は代官所入 り日付近で、門のあった場所と想定される平坦部分であったが、後

世の宅地化により改変されており、遺構の確認は出来なかった。 しかしながら、17世紀の肥前系磁

器や唐津系の天目茶碗、18、 19世紀肥前系陶磁器が出土 し、遺物の時期と代官所が存続 していたと

される時期がほぼ一致 し、文献資料を裏付ける成果を得ることが出来た。

風呂ノ上遺跡

調査により弥生時代の竪穴住居跡や溝状遺構をはじめ、縄文土器、弥生土器、須恵器、貿易磁器

などが出土 した。

竪穴住居跡は弥生時代後期前半のもので、住居跡に立つと眼下には整備された水田を望むことが

出来る。本遺跡の例や今までの調査の成果等から、弥生時代の集落の多 くがこのように、沖積地を

望む丘陵縁辺部を中心に形成されていったことがわかる。

縄文土器は 1点 しか出土 していないが、ほとんど出土例のない縄文時代中期のもので、風呂ノ上

遺跡周辺においても、縄文時代中期に人々の営みがあったことが明らかとなった。また、貿易磁器

の出土は、風呂ノ上遺跡周辺に中世の豪族の館の存在を想定させる。遺跡近 くには中世の城館跡の

堀越城跡や、富永出羽氏の書提寺と伝えられる浄林寺跡があることなどから、有力国人の富永出羽

氏や高橋出羽氏に関する居館があったのかもしれない。

第24図 出羽代官所絵図
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図版第 1

a.福音寺遺跡

遠景 (北から)

b.同近景

(南西から)

c.石組遺構

(北東から)



図版第 2

a.福音寺遺跡

石組遺構

(南東から)

b。 同

(南西から)

c,同完掘状況

(南東から)
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図版第 3

a。 福音寺遺跡出土遺物

b。 同

c.同



図版第 4
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a.福音寺遺跡出土遺物

b.高見屋横瓦窯跡遠景

(北東から)

c。 同近景

(北西から)



図版第 5

a.高見屋横瓦窯跡

調査風景

(南から)

b.同完掘状況

(北西から)

c.同完掘状況

(同 )



図版第 6

a.高見屋横瓦窯跡

遺物出土状況

(北西から)

b.同出土遺物

c。 同



図版第 7
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a.高見屋横瓦窯跡

出土遺物

b.出羽代官所跡

(西から)

c.同

(東から)
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図版第 8

a。 出羽代官所跡

トレンチ (西から)

b.同
(同 )

c.同

(同 )
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図版第 9
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a.出羽代官所跡

ドレンチ出土遺物

c.風呂ノ上遺跡遠景

(北から)
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図版第10

a,風呂ノ上遺跡近景

(東から)

b.竪穴住居跡検出状況

(南から)

c.同

(同 )



図版第11

a.風呂ノ上遺跡

竪穴住居跡完掘状況

(南から)

b.同
(同 )

c.溝状遺構 1、

土坑 1・ 2完掘状況

(同 )



図版第12

a。 風呂ノ上遺跡

溝状遺構 2

土坑 3完掘状況

(南東から)

b.溝状遺構 3完掘状況

(南から)

c.竪住居跡床面

出土遺物



図版第13

a.風呂ノ上遺跡

竪穴住居跡床面

出上遺物

b.同

c.同



図版第14

a.風呂ノ神遺跡

溝状遺構 1出土遺物

b.埋上や包含層から

出上した遺物

16

c.同



図版第15

a.風呂ノ上遺跡

埋土や包含層から

出上 した遺物

b.同

c.同



図版第16

a.風呂ノ上遺跡

埋土や包含層から

出土した遺物
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図版第17

a.現地見学会風景

b.同
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